
2 瓦 堵 類

9次にわたる発掘調ヨヰーによって出土した瓦埼煩のうち， 大部分は丸瓦・平瓦が占める。つい

で軒丸 瓦・軒平瓦が多く，そのほかに少量：の商戸瓦・隅木惹瓦・鬼瓦などのj並具瓦とi専がある。

1汗瓦は873点出土し， 54型式110種に分類できる。1984年3月現在， 平城宮・京内から出土し

＊ たi肝瓦は150型式485積（軒丸瓦80型式263桁，)!if平瓦70型式222:f,f（）あるが， そのうち1/4 ほ ど が出

土したことになる。宮内他地域と比較したばあい， 総 点数のわりに型式・積が多く， 特定の型

式・積に集中しないことが指摘できる。たとえば， 第1次大概殿地域では総点数4591点あるが

その内訳は68型式152積で、あり， また内哀北外郭地域で‘は3399点で：.56型式120荷なので、ある。

出土した軒瓦873点を1 aあたりに換算すると3.03点になる。馬寮地域の内・外に分けると， 出 土 量

＊ 馬寮外がlaあたり 4.26点であるのに対して馬寮内では2.60点， 建物の調密な馬寮内北半部に

限っても2.65点に過ぎない。これを平城宮内の他地域における軒瓦出土最と比較すると， 内裏

北外郭では17.7点， 朱雀門周辺では5.7点， 内裏内郭では5.1 ，点， 推定宮内省大膳職では 5.0点

であるから， 馬寮地域では概めて少ないことがわかる。瓦葺とみられる一 般の寺院遺跡では

laあたり10点を越すことからみて， 瓦苦：建物は1啄めて少なかったと考えられる。ただし， 丸・

＊ 平瓦が少なからぬ量出土しているので， 木瓦葺建物が全く存在せず棟にだけ瓦を用いた檎皮葺

なし、し板葺の建物ばかりであった， と断定することはできない。

瓦主事類のうち， 椀立柱の掘形や抜取穴・li＇号・井戸など；遺構に伴うものはごく僅かで， 大部分 分布状況

は調査地域の広範囲にわたる整地土層から出土したものである。馬寮域内の北半部は建物の数

が多いが， 先述の軒瓦の分布が示すのと同様， 瓦主事類総体としてもまばらに分散して出土して

＊ おり， 建物の少ない南半部での分布状況と大差ない。南半部では中央の空閑地および佐伯門の

東側から比較的多く出土した。調査地の西辺部は西田大垣に近接するが， ここでも瓦類の出土

呈は少ない。馬寮域外では， 馬寮東官何の西而をiilllする築地SA6150 vこ｛下う雨訴前SD6151・

6152から多量に出土している。

54型式110碕の出土肝瓦のうちほとんどのものについては『平城宮報告I～刃』および『基

* l�t資料瓦編I～医』において報告済みで、あるので記述を簡略化し， 新出型式・純については詳

しく述べることにしたい。軒瓦個々の記述にあたっては， 当研究所がし、かにして型式・種別の

認定をおこなっているかに意を注ぐこととし， 弁数・珠紋数・鋸指紋数 な どについては別表

2・3 にとりまとめ， 特別なばあいを除いて本文中からは省いた。また， 各祈（］肝瓦の寸法，H=l土

個体数， および相互の出土比率についても別表に示した。なお， 木文中に関示した軒瓦拓木は

＊ 馬寮地域から1:1-\土したものとは限らず， 宮内各所から出土したもののうち最も残りの良いもの

で代表させ， 縮尺は 5分の 1に統一しである。

1) 奈良国立文化財研究所『平城宮HI土ili.T瓦別式
-:ff』1978， 同『-'17·城宮IJj土lJil瓦担式－T7 <ffl1
5fU古川1983を合わせた数ff�lである。 1984午12

月現花さらに10数利を追加認定している n

2) 『平城宮報告医j] p. 1150 

3) 『平城官報告VII J] p. 600 

69 



型式分類A 

型式番号は4桁の数字とアルファベット1文字の組合わせで表示するが，第1位の数字は時代

501～899 を示す（6は奈良時代）。 第2位以下の数字によって瓦の型式を示す（001～449は軒丸瓦，

は軒平瓦）。 型式をさらにA以下の アルファベットで細分し穐別を表わす（ただし， アルファ ベ ッ

＊ 以上の分類のうち， 軒丸瓦・1汗平トは認定した順序に付しているので， 年代）I回を示すものではない）。

i喰商紋

禽獣紋
その他

420～429 

430～439 
440～449 

瓦は時代を問わずその紋様梢成によって次の順序に従って配列する。

単弁 複弁混合紋
宝相率紋

横花紋

370～399 

400～409 
410～419 

幾何学紋

単弁蓮華紋

複弁蓮華紋

010～039 

040～199 

200～369 

瓦丸軒

＊ 幾何学紋軒丸瓦はさらに重圏紋（010～019）， 稿状紋（020～029）， その他（030～039） に細別す

単に子葉をる。 単弁蓮華紋はまず子葉の有無などによって子葉のないもの（040～099, ＊弁），

1{同おい たもの(100～119， 単子葉弁）， 子葉をさらに輪郭線によって区間iしたもの(120～129. 市：

凹弁(160～179）， 忍弁）， 菊花状のもの（130～1'19）， 問弁と弁とが重なり合うもの（150～159),

さらに外区の紋様によって細別する。 複弁蓮司R紋のばあいは， J手前、ーと冬弁（180～199）に分け，

＊ は逆に外区の紋様によってはじめに分類する。素紋縁（200～209），鋸歯紋縁（210～229），珠紋縁

(230～259）， 重圏紋縁 （260～269），珠紋＋鋸歯紋縁（270～324）， 雷紋縁（325～339）， 平行線縁

(340～344）， 唐草紋縁（345～359）， 雲紋縁（360～369） である。 鋸歯紋縁 はさらに商違い鋸樹紋・

また ， 問弁の形態も分類の重要な要素になる凸鋸商紋・線鋸歯紋・複線鋸樹紋に分類でき ，

その他810～899 壁紋800～809 唐草紋580～799 幾何学紋501～579 瓦平軒

＊ 主幾何学紋軒平瓦はさらに重弧紋（550～559）， 変形重弧紋（560～564）， 剣菱紋（565～569),

忍冬唐草紋圏紋（570～579） に細別する。 唐草紋も銀杏紋（580～589）， 忍冬唐草紋（590～609),

くずれ（610～619），葡荷唐草紋（620～629）， 単位紋（630～639），偏行唐草紋（640～654），偏行唐

草の影響を受けた均整唐草紋（655～659），均整唐草紋（660～799） に分ける。 偏行およびj勾幣唐

さらに支禁・「1:i心飾等の形状等によって細別する。草紋については，

，
 

d
d ・瓦（PL. 48～53, Fig. 22～29) 丸軒B 

貴闘紋軒まず瓦当の紋様によって ，軒丸瓦は310個休，28型式，55種出土した 。 これらは，

丸瓦・単弁蓮華紋軒丸瓦・複弁蓮華紋軒丸瓦に 3大別できる。

重圏紋軒丸瓦

ーJ

'·; 

r ぃ.1.-.r/·
、、 、 ， ー

‘～ ，· •. ' ....... a・ ・C ,.,, • , 

6018-B 

1型式1粁がl:H土した。

A～Cの 3杭に細分される。 Bがti\6018型式は4m圏紋で，

Bは第1 ・土。 閤線を内側から)I民にお
（

0圏～第4圏と呼ぶと，

第 2 圏の間隔が狭く， 第 2 ・3 圏および第 3 ・4 圏の間隔が広

し、。 閤線の幅は， 第1 ・2圏が細く， 第3 ・4闘が太い 。 Aは

Bは瓦当中央に目釘穴が瓦当中央に珠点をもつがCにはなく，

ヰ：世間紋if汗ヨLT[Fig. 22 あるため珠点の有無ーは不明で‘ある。
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ii 単弁蓮華紋軒丸瓦

4型式8種が出土した。 これらはし、ずれも外区内縁に珠紋帯をめぐらせるが， 外縁の紋様に

違いがあり， 線鋸歯紋縁のもの， 凸鋸歯紋縁のもの， 素紋縁のものに3分できる。

線鋸歯紋縁 6130型式は弁が短かめで、弁端が丸味を帯び， 問弁がこれを囲むようにのびる。

ホ 「｜コ房が弁区よりも突出する。 A・Bの2積がありBが「II土。 BはAより小型で， 問弁が弁を完

全に囲み重弁風になる。 蓮子の中央の 1願が大きい。6134型式は6130と似るが中房がへこみ，

問弁が弁を囲むようにはのびない点で異なる。 A· Bの2利がありAが出土。 Aは弁が細く弁

端が丸く， 問弁がY字状をなす。

凸鋸歯紋縁 613 1型式は中房が弁区より一段突出し， 瓦当而径が小さい。 弁は納長く弁端が

＊ 九味を帯びる。 外区内縁・外縁間には界線がなし、。 A・Bの2荷！がありAがLH土。 AUこは問弁

がありBにはない。

素紋縁 6133 型式は問弁がなく弁どおしが接するのが特徴。 蓮子数・弁数・珠紋数の差を基

準にA～ D , I～Pの12栢に区分でき， A・B・D a・Db・M· pが出土。 Aは弁が短かく弁

端が尖り気味。 中房とう「「ー区の高さがやしし、。 BはAUこ似るが， 蓮子数・珠紋数が異なり， 弁が

＊ やや細い。 A・ B は外区内・外縁の境に界線がめぐる。 Dは弁端が丸く， 外区の界線がない。

Da ・Db の2者があり共に出土。 Daは中房と弁区の高さが同じで あるのに対し， Dbは中房

が突出する。 MはA・Bに似て弁端が尖るが， 中房が突出し外区の界線がなし、。 PはDUこ似る

が蓮子数が異なる。 蓮子に対応する4弁は弁端が尖り弱く反り上るが， 他の弁の弁端は丸い。

外区内・外縁聞の界線がない。

A
 

のJ，o
 

サ〆
ベ－UJ

 

F
～
 

、V
司1
－
－
 

v
～

 

AH
 

44
 

内J，。

γ
 
ぷ」rt

no
 

nu
 

内《d，o
 

6133・B 6133-Da 

Fig. 23 q，.弁連帯紋ifiT::JL]L

71 



iii 複弁蓮華紋軒丸瓦

複弁蓮華紋軒丸瓦は23型式46積出土した。 これらは外

灰内・ 外縁の紋様を基準に， 二重圏線十凸鋸掬紋縁， 珠

紋縁， 珠紋＋素紋縁， 珠紋＋凸鋸1指紋縁および珠紋＋線

鋸歯紋縁に区分できる。

ニ霊園線＋凸鋸歯紋縁 6225型式はまず第一に巾房の

径が大きいことを特徴とする。 複弁の形状は単弁 2 つを

接合したような形をなし， 照りむくりが小さし、。 「 ｜コEは

外区内縁と同 一 平而上にある。 A～E,Lの 6 fi:Hがあり，

Dを除いた 5 f;if:(が出土した。 Aは弁会出が尖る。 子実は短

かめで高く突出し， 細長い杏仁形を呈する。 蓮弁はやや

腐り上り， 弁端が外方へ垂れ下る。 蓮弁中央部にある 2

つの子葉の輪郭線が合する部分が中央寄りに深く入り込

むため， Jf弁 2 つを介わせたような複弁の形状の特徴が

明瞭である。 また， これに対応して， 問弁は人字形に大

きく枝分れする。 蓮子と凸鋸歯紋が大振りで，内・外区の

界線が太し、。 B はAに酷似するがやや大型で， 弁・問弁

が共に長い。 また， 蓮子が械めて大きい。 Cは弁端が丸

い。 子葉の突出度がAより小さく， 細長い無花果形を呈

する。蓮弁がやや盛り上り， 弁端が外方へ垂れ下る点は

Aと同じであるが， 2つの子葉の輪郭線が合する部分が

Aほど深くは中房寄りに入り込まないため， 蓮弁全休の

形状はAに比してより複介らしし、。 これに対応して問弁

端部の枝分れが小さい。 蓮子と凸鋸街紋は小振り。 Lは

超大型で， 紋様の特徴はCに似る。 Eは新砲である。 従

6227Cを 来二重圏線＋素紋縁の6227Cと認定していたが， 外区外
6225 E lこ
変 更 縁に凸鋸歯紋のあることが判明したため変更した。 弁は

ごド

＊ 

＊ 

＊ 

＊

 

6225-E 
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珠紋縁 6231型式はし、わゆる大官大寺式の軒丸瓦である。

で， 弁端が強く反り上る。 外区は斜縁で， ここに珠紋が密に

めぐる。 珠紋；許の内 ・ 外に細し、界線をめぐらす。 外区外縁上

＊ 而に段をつける。 A ～Cの3粁があり， BがIf ＼ 二！こ o Bは巾IZ

f毛 ・ 弁区径 ・ 弁，1同 ・ 珠紋数が3砲の 「ドで最小。

珠紋＋素紋縁 6235型式はし、わゆる東大寺式肝丸瓦で あ

る。 「h房は大きく弁区より低し、。 概して弁の照りむくりが強

い。 問弁はT字状で， 枝分れした先端が弁に抜する。 外区に

＊ 大振りの珠紋を疎らにめぐらす。 A～Hの8利がありCがII\

土。 C は弁に照りむくりがなく平板で， 「ド房と弁医の高さが

等しい。 子葉が長く， 弁の輪廓線と問 弁と を線的に表現す

る。 外区の内 ・ 外縁を画す界線はなく， 外縁は直立縁。

珠紋凸鋸歯紋縁 6273型式は藤原宮式ii汗丸瓦の 一 つで あ

＊ る。 A～Dの4杭があり， 共に蓮子の配円ーが1十 5+8, ぅn数

が8， 外医の珠紋数が400 このうちBがII I土した。 Bは「l·JJJ

が突出する。 弁には照りむくりがなく弁端のみが強く反り上

るD 珠紋は4秤（中最も大きいが低い。

珠紋＋線鋸歯紋縁 外区に珠紋帯と線鋸商紋縁を持つイ中間

＊ は非常に多い。 弁と問弁との関係に注目し， 問弁が独立する 、私：、
ものをA系統，問弁が界線状に弁をめぐるものをB系統，間弁 ‘川” b下り．り，：句 ミ�＞苛7♂

（＇；＇
•＂ 商弁の牙類

のないものを C 系統としてさらに細別することが可能で、 あるO Fig. 25抱弁蓮華紋軒丸瓦（2)

イ）問弁A系統

6274型式は朕原宮式市千九瓦の1 利である。 i= -p)J}ーが突II＼し， 弁が大きい。 弁には照りむくりが

＊ あり， 弁端が強く反り上る。 A ・ Bの2れがあり， AbがIH土。 Aは弁区が盛り上り弁の照り

むくりが大きし、。 外区内 ・ 外縁問の圏線が2世。 外区外縁上而に凸線をめぐらす。 Aはさらに

瓦当箔の彫り直しの状況からAa～Acに区別できる。 Aaは蓮子の周囲に円圏をめぐらし， 外

区内・外縁関の界線が2重。 Abは箔の磨粍が進行し， 蓮子の周囲の円圏が消滅した段階で、蓮

子を小さく高く彫り直し， 外区の界線を2木まとめて1木としたものO

＊ 6275型式も藤原宮式軒丸瓦で、ある。 中房が高く突！十iする。 弁は小さく平板で， 弁端がわずか

に反り上る。 外区の珠紋は密だが， 線鋸指紋は粗い。 A ～ E, G ～ Iの8利がありA·C·D

が出土。 Aは蓮子の配，n:ーが1+4十12で， これはAのみ。 Cの蓮子は1+8+15でこれはCのみ。

A系統 B完：fk C系統
Fig. 26 弁と問介の閃係
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珠紋が小さし、。 外区外縁が幅広く， 線鋸歯紋が特に粗し、。 Dは蓮子の配置が 1+4 十 8 で， 中房

はあまり突出しない。 弁・問弁ともに端部が反り上らず， 外側へ向う幅広の緩斜面となる。 C

同様に外区外縁が幅広く線鋸歯紋が粗いが， Cに比して外区外縁の傾斜がゆるい。

6278型式も藤原宮式である。 瓦当面全体が扇平。 弁は線的な表現で細長い。 問弁の先端が 2

＊ 又に分れない。 外区外縁の幅が狭く低い。 A～Fの6種があり， B · Cb・ Eが出土。 Bは中

房が比較的高い。 弁は全く反り上らず， 端部が外方へ向う幅狭の傾斜面となる。 子葉をかこむ

輪廓線の合する部分が2又に大きく分れる。 Cは瓦当面全体が凹レンズ状にくぼむ。 中房は弁

区と同じ高さで， 凹線によって弁区と画す。 蓮子に円圏をめぐらせる。 弁・問弁は太目の凸線

で表現し彫りが深い。 外区の内・外縁を回す界線がない。 Ca ・Cbの2者があり， CbはCa

＊ の蓮子・珠紋・弁の一部を彫り直したものである。 Eは中房が突出し， 蓮子に円闘をめぐら

す。 弁は長大で弁端・子葉端が反り上る。 外区の界線はない。

6279型式も藤原宮式である。 中男が小さく， 蓮子は中央の 1 ｝誌のまわりに 1 重にめぐる。 こ

れは藤原宮式軒丸瓦では唯一の例であり， その点以外は6275によく似る。 A· B の 2 種があり

共に出土。 Aは蓮子を方形に配置する。 弁端が反り上るが B ほどではない。 外区外縁が幅広

＊ く， 線鋸歯紋が粗い。 Bは蓮子を六角形に配位する。 子葉が短く弁端が強く反り上る。 蓮子・

外区の珠紋が大きし、。 外区外縁の，，，面が狭い。

6301型式はし、わゆる興福寺式の軒丸瓦である。 中房が大きく蓮子を 2 重にめぐらす点で藤原

宮式の6274・6275・6276・6278と同じ。ただし，面径が小さく珠紋・鋸歯紋が粗い点が異なる。

弁には照りむくりがある。 A～Cの3種がありCが出土。 Cは面径が最小で， 蓮子数・珠紋数

＊ はAと等しいが， 線鋸歯紋が細かい。 子葉をかこむ輪郭線と問弁は鋭い稜をもち， 弁端はA·

Bより強く反り上る。 A・Bは外区外縁上面に凹線をめぐらすが， Cにはなし、。 瓦当は薄い。

6308型式は6279の系譜を引き， 中房が小さく蓮子を 1 重にめぐらす。 中房は外区内縁と同高

ないしやや高い位置にあり， 弁区よりわずかに突出する。 A～D・F ・H ・L ・Nの9種があ

り， A· Dが出土。 なお旧GはDと同箔と判明したので消去した。 Aは弁の根元がしまり末広

中 がりとなり， 弁端わずかに反り上る。 8弁のうち3弁については問弁がB系統状を呈し， 弁の

周囲をとりまく。 箔削れ痕のあるものが多く， 剖れ目に粘土が入りこんでできた突線が中房端

を走る。 外区外縁上面に凸線がめぐる。 DはAによく似るが， 中房がやや大きく， より高く突

出する。 弁は根元がしまるがAより短かい。 珠紋数がA・ B より多し、。 A・ B ともに珠紋と鋸

歯紋の割り付けが整っているのに対し， Dでは乱れる。

＊ 6311型式は6308によく似るが， 中房の高さが外区内縁と同じないしやや低く， くぼみ加減な

点で区別できる。 A～Dの4種があり， A・ B ・Dが出土。 A・ B は酷似し， ともに中房が深

くくぼみ， 珠紋・線鋸歯紋が密。 両者の差は， 弁端がAでは高く反り上り B では垂れ下る点に

認められる。 Dは中房がA・ B ほどくぼまず， 弁 1j1Th)がもたい。 弁端が垂れ下る点は B に似るが，

！照りむくりは小さい。

* 6313型式は複弁 4 葉， 面径 llcm ほどの小型瓦である。 A～D の 4 種があり， A～Cは問弁

がA系統であるが， DのみB系統に属す。 蓮子が1個できわめて大きい点が共通した特徴をな

す。 A・ B ・Cが出土した。 Aは瓦当径が最大で， 内区全体が盛り上る。 B は瓦当径がAに近

いが， 内区がAに比して平板。 Cは瓦当径が最小で， 内区はBに似て平板。
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Fig. 28 複弁蓮華紋軒丸瓦（4) 問弁 B 系統



口）問弁B系統

6281型式はj保原宮式のII汗丸瓦で・ある。中房が大きく蓮子を2重にめぐらすが， これはB系統

中で唯一の例をなす。弁は凸線で表現し， 子葉をかこむ輪廓線どおしが離れる。珠紋 ・鋸歯紋

は共に密。A～Cの3種があり， Ab ・ Bが出土。Aは中房が弁区と等高。弁は短か く， 子葉

＊ をとりまくi愉廓線をBVこ比してより線的に表現する。蓮子と珠紋が高く突出する。線鋸歯紋が

Bより細かい。弁の彫り直しの進行状況からAa ・ Ab ・ Acの3段階に区別できる。Bは中房

が突出し， 弁が長い。蓮子 ・ 珠紋はBより低く頭が丸し、。

6282型式は6281の系譜を引くが， 中房が小さくなり， それに付随するように蓮子は1重であ

る。弁は線的に表現し照りむくりがない。外区の珠紋 ・ 線鋸歯紋の数が少なくなる。A·B, 

* D～Lの9種がある。A ・ Fを除く7租は瓦当面が凸レンズ状に盛り上り， 外区内 ・ 外縁聞の

界線が内区 ・ 外区間の界線より太し、。 また， Aを｜徐く 8砲は中j万の中心の蓮子が大きし、。 本調

査区では Ba・Db ・ Fa・ F b・G ・ Hbが出土した。Bは瓦当面の盛り上りが比較的小さく中

房が平坦。蓮弁は短かく， 子葉を囲む輪廓線どうしが離れる。 Ba・Bbがあり， Bbは中房と

弁区との境に界線がなくなり， 弁を一部彫り直す。Dは小型で， 弁の子葉をかこむ輪廓線どう

＊ しが接する。Da・Db・Deがある。 Dbは Daの中房の中心蓮子をひとまわり大きくし， 弁

を一部彫り直す。Fは中房が弁区よりわずかに突出する。弁は長めでわずかに照りむくりがあ

る。子葉をかこむi愉廓線どうしが雌れる。Fa・ F bがある。 F bは弁の一部を彫り直し， 子葉

が細くなる。外区外縁の線鋸歯紋が太くなる。 また， 箔の謄粍後に弁と中房 ・ 弁区間の界線を

深く彫り直したため， Faに比して中房が低くなる。 Gは瓦当面の盛り上りが大きい。中房は

＊ 弁区より一段低いが， 凸レンズ状に中高となる。弁はBとFの中間位の長さで， 子葉をかこむ

輪廓線どうしが離れる。Hは瓦当面の盛り上りが大きいけれど中房は平坦。弁は長めで， 子葉

をかこむi愉廓線どうしが離れる。弁をかこむ輪廓線が太く， 高く突出する。 8 弁のうち1 弁は

紋様が崩れ， 子業がなく， 子葉をかこ、むべき！愉廓線の－ riHが欠ける。Ha・ Hbがあり， Hbは

弁およびl品J弁を全体的に彫り直す。

* 6284型式は6282に似るが， 1-1ュωが小さく弁が長い。 1 -Jゅjィド心の蓮子は6282型式のように大き

くない。A, C～Fの5種がある。A ・ D ・Fは弁が盛り上り， 1-Jコ房も中高に盛り上る。C·

Eは中房・弁が平板で， 中房が弁区より一段突出する。A·C·Dの3種が出土。Aは中房が

外区内縁より高い位置にある。蓮子相互の間隔が均整でなく， 全体に片寄る。弁端が外方へ垂

れ下がる。外区の線鋸歯紋が細かい。DはAに酷似するが， 中房の高さが外区内縁とほぼ等し

＊ く， 凸レンズ状に中高な点で異なる。蓮子は中房の中央に集まる。弁端はAと異なりやや反り

上る。Cの特徴は上述の通り。

6285型式は6284よりさらに中必が小さく， 弁が長し、 o 1－ドb｝は外区内総よりかなり j •jjく， 蓮弁

が盛り上る。子主主は幅広で， 端部が外方に垂れ下がる。蓮子・珠紋ともに小さし、。A ・Bの2

種がありAが出土。 Aは弁の盛り上りがBより大きく， 中房も凸レンズ状に低く盛り上る。

* 6303型式は大阪府船橋遺跡・後期難波宮出土の軒丸瓦と同箔の6303Aを標識とする。6303A

の特徴は， 内区全体がきわめて強く盛り上り， 中房が弁区より一段高く突出し凸レンズ状に中

1) 大阪府教育委員会『河内船橋遺跡出土造物の
研究』（大阪府文化財調査報告書8) 1958,

p.37。難波宮祉顕彰会・研究会『難波宮祉の研
究6 J 1970, p. 108。
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尚な点にある。ただし，6303Bは6303Aよりむしろ6284A・D・Fに近似する。弁は盛り上る

が6303Aほど強くはなし、。中房は外区内縁上りやや高く6284Aに近し、。中巧がほぼ平坦な点は

6284Cに近い。弁端が反り上る点は6284Dに似る。

6304型式は中房が弁区よりかなり高く突出する点で6284・6285・6303とは大きく異なる。A

6304Fは ～E, Lの 6種があり，旧FはDと同箔であることが判明したため消去した。中房が外区内縁＊63040と同
去のため消 よりやや高いものが多く，同じ高さのものが少数ある。弁は長めで盛り上るが，弁端が尖り気

味な点でも6285と異なる。A·Lが出土。Aは弁が特に長く，子葉をかこむ輪廓線が太い。弁

の盛り上りが6304の中では大きく，弁端が垂れる。Lは超大型品。中房は外区内縁とほぼ同じ

｜高さにあり，上面が凸レンズ状に低く盛り上る。弁の盛り上りがかなり大きく，弁端が低く垂

れ下る。 ＊ 

6291型式は，問弁がB系統であるが，弁の形態はi-MJ弁A系統の6308 ・6311型式と類似する。

A・Bの2種がありAが出土。Aは中房高が外区内縁よりかなり高く，弁区からも一段高く突

出する。外区外縁の断面は蒲鉾形で，その上面に凸線をめぐらす。

6314型式は複弁4業の小型瓦。問弁がB系統であるため6313Dに似るが，蓮子が 1個ではな

く，中心の 1似の周囲に5 ないし 6 個をめぐらすa A～Eの5砲があり B が出土。 B は中Mが＊

低く突出し，外区内縁よりやや高い。蓮弁は平板。子葉が幅広で，弁端が丸 l床を帯びる。

ハ）問弁C系統

6296 型式は単弁と区別しにくいが，従来から複弁としてきたもので

B • Iが出土。 B は単弁を2つ合わせたような複弁で，弁どうしが駿

新種63071 する。中房はくぼみ，外区内縁とほぼ同じ高さ。Iは新種。単弁を2

する。A・Bの2種がありAが出土。Aは中房がくぼむ。弁端が尖り

気味で，子葉をかこむ輪廓線が内区・外区間の界線に接する。

6307型式も問弁がない。A～I, Lの10種がある。複弁の形状には

弁中央に凸線のないものと，弁中央に凸線があり，単弁2つを接合し 6296-A 

たような形のものとの2者がある。また弁と弁との関係においては，

すべての弁どうしが離れるもの，すべての弁どうしが抜するもの，弁 rノ ＇.／...勺つふ〈＼九 ＊ 

が按する箇所と離れる箇所があるものの3者がある。本調査区からは

＊

 

〆’＼：－，－：.：－c.eてそ�：；，－－，：：＇�＇；；：

より若干高し、位置にある。丸瓦の瓦当への接合位置はやや低く，多量 ι ：ιγ三ヌベ、三
＼／‘

／
’ ご...， �·丈二＂ ,· .• 

の接合粘土を用いるO 丸瓦音，�凸面は縦方向にへラケズリする。 z、吋c：之とえ1:Jl//ご、シ 、 〆4

6316 型式は弁の形状に特徴があり，弁の中央に凸線がなく，子�2 ‘ ,. 6307-1 

新種6316K本を輪廓線で囲む形をとる。A～Kの11程がありKが出土 aKは新位。

中房がくぼみ，外区内縁よりやや高い位置にある。中房径は大きい。

＊ 

＊ 

坦。丸瓦の瓦当への接合位置は低く，多量の接合粘土を用いる。
、 ，F ，、 － -.... __ ... - ···-.· 

6316-K 

Fig. 29 複弁蓮華紋軒丸瓦（5) 問弁C系統
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瓦（PL54～58, Fig. 30～43) 平軒c 

重圏紋II汗平瓦は563点，26型式，55種出土した。 こ れらを瓦当の紋様によって大別すると，

l！：平瓦 ・ 偏行唐草紋軒平瓦 ・ 均整唐草紋軒平瓦に分けられる。

,, 
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重圏紋軒平瓦

重圏紋軒平瓦は 1 型式 1 種のみ出土した。＊ 

A·Bの2種に細分される。

Aが出土。Aは圏線の断面が方形で、角張る。圏線｜閣の満

6575型式は 3重圏紋で，

部分の底面は平坦。顎は深い｜曲線顎。

重闘紋�i.「半瓦Fig. 30 偏行唐草紋軒平瓦

偏行唐草紋軒平瓦は4型式15種出土した。 こ れらは唐

草の形状を基準に，支業2個からなる唐草紋と変形忍冬

11 

:(. 

唐草紋とに区分できる。

こ のrmはさらに外区 紋様を支葉2個からなる唐草紋

基準にして，上外区珠紋＋下外区線鋸歯紋のもの，上外

区 ・ 下外区とも珠紋のものに2分できる。.J, ... 

イ）上外区珠紋下外区線鋸歯紋

／｝；司
！？、＜�ト＼ －·�イタF

〆／ ·－，仏
日（1 ，.＞主主さとh」 ヂベ；；： －�－，｛， ") f j ！ミ子、ごすで�：.... .－～iと二竺九九一一三三／二？／〈ζコ ’J・，，，�－－....... － ）、＼一二；ベ」志 .---.. －ー－ーーτ’きて－－－ －－· f 、， f「 て／メ

、ミ二も5、；�（プぶ三云手タ�；，.，
－

�6川b
ヘ～ごコ～二 ーニー己主二ニ／

ペ；－－ －�
＿

： ＇•， ／心／’ i < 
（： ＼＿＇�；三ミト 1 ；；＜�（；ペム彩1Ii
． γ；三三；？コミ：�：：と主主－r：·�：

－
－

：玄宮九三、；ニ♂；／
＇

ジ：；プJ

－ 〈
一

六三、ミ｛♂三ミミ；っとi河町三
草紋で If�＂－， Jゴ

’
ぐ�2¢＂.�3�f:i泣ジ；：／＿：t··日＼。＼

ある。数は段顎。A ・ C ・ E ・ F ～ I ・ L ・ N ・ 0の10

Aは茎の

起点と末端を反転させ，それぞれに 1 支業を付す。支業

にはa類 ・ b類がある（Fig. 32)o 下外区 ・ 脇区の線鋸

Abは脇区 ・ 下外区

の線鋸歯紋を削り落す。Cは茎の起点が反転せず，遊離

した2支葉を置く。茎の末端は反転するが，支葉は付さ

Ab ・ C ・ E ・ F ・ 0が出土した。

歯紋が連続する。Aa ・ Abがあり，

種があり，
,_ ’h、

偏行唐草紋4tr-'f・瓦（ l) 

脇区の線鋸歯紋が連続しなし、。Eは茎の起点が反転し，遊lえltした1支葉を置く。茎の末端は反

Iiiせず，逆方向の支葉を上下各2個配すo支業はa ・ b ・ c類がある。 F はEに似るが，茎の末

Fig. 31 ない。支葉にはa ～ c類のすべてが含まれる。下外区 ・＊ 

端が反転し 1 支業が付く。支葉はa ・ b ・ c類。下外区 ・ )lあ区の線鋸幽紋が連続するo Oは新

部しか判l』Jしないが，支葉がC類で逆方向の小支柴を加える点は種。小片のため紋様構成の

しかし支業が大振りで巻きが弱く，内区幅が広い点は異なる。

史9〆�〆注皇〆湾P三Fノ

G·Hに近いD‘＂’a、
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口）上外区下外区ともに珠紋

6642型式は右偏行唐草紋軒平瓦である。顎は段顎。A

～ C の 3砲がある。3混ともに茎の起点・末端が反転し，

支葉はb種に限られるなど，種聞の差異は小さし、。3種

共に出土し， C は新種。Aは左から 4 単位目・5単位自

の唐草の右側支葉が大振り。6単位目の唐草の左側支葉

が小さい。4 単位目の唐草の支菜と支葉の中間に上外区

の珠紋がくる。B は上外区の左から7番目と8番目の珠

紋との間隔が広し、。4単位目・5単位自の唐草の右側支

業が小振りで，5単位自の唐草の左側支葉が大きし、。C

は麿草の巻きこみが全体的に強く， 唐草の線が太い。4

単位自の窟草の支業，5 ・ 6単位目の唐草の左側支業が

大きい。

6643型式は左偏行で，顎は段顎。A～ D の4粧があり，

共に茎の起点・末端が反転する。Aa・ B ・ C が出土。 .:;:, 

Aは唐草が小振りで，支業はすべてc類。下外区と脇区

を画す界線があり， これは A のみの特徴。Aa・ Abが

あり， Ab は唐草各単位の左-Olll支業が茎に接する。B は

Cは6643中で支業が最も大きく，支業はb釘（・ c紅（を併

用する。

変形忍冬唐草紋 外区紋様は上外区珠紋＋下外区 線鋸

歯紋のもののみで，上外区・下外区共に珠紋のものはない rぐト Fig. 33偏行唐草紋軒平瓦（2)
ii 、＼店子、

66吐7型式は左偏行の唐草紋である。顎、は段顎。A～G { --- ＇－＂：： 白、
t ～～、、 ＇－ � ：ζζ.：－ ,_.,,,_, 
J 、、、． e‘ 司、‘・ー “ ’ a － 

の 7砲がありA C·D· Gが出土o Aは渦問と副市況史実安宅ヲZ庄内）のj限状が忍冬紋の原型に近いが，花弁は不規則な世＇＊史で ・，； ＂
＇
.＜，＿＼�）：：r--－一、こ�jl／乞�）＜：�三ノ，；（J;;>'

p
'， 

k くどぬ忌釘宅担訪レJ …
あらわすo c はFと共に6647中では渦巻形碍・奮・花弁 : ＼� ',, �－－；； 

すべてが原型をよく残し，忍冬紋の祖型に近い。下外区 h心＼ト ／〆分弓l
＼＼＿；、テス袋、、午一＝·�ヂtr�－ バ刊

の線鋸歯紋は上下の界線から離れる。D は単位紋様がか ＜��ゴぬ羽下j号と号去三夫乏蕊絵診f
、－－－�コビニボ三と二tフー占法主三託会長グ

／

なり崩れてしら。右から2単位目・ 4単位目の唐草の先 ·－－－.：：，と之勺告と��と乙会二�＞－－－
6647-C 

端が水滴形である点が特徴的。上外区の珠紋・ 下外区の ／��� 一ム ？？企＼
＇�＼－�f＂－らー ，．；メーに＼

仰向に
川

o G山紋川れ唐印、去菜、、 ぷ殺さすミ位の先端部をひしゃげたかI J肢につくる点がH徴。瓦当が ザポ芯ペ辛： - ：��：；1;;!..f｛以＜·－－－：：：.tくj》f一．一一 一一 、 一一

ぺ宗三元；コ｝号： J守ミ三／（＜fだ仁小司宇 6647-D 

:Mも治く，珠紋・鋸歯紋が故も細かい。

／｛�0、 ふザ
iii 均整唐草紋軒平瓦

lミ淳史！？－ 0>:?dt：－�J 
、，亡、－�＼＼）：：�·；.－'0・τπ下F ぞ h ム包 7；可f」；二主与t.. ＿』了‘

均盤唐草紋1�： 1：平瓦は21型式39極出土したO これら』ま斗 I ＼＼ご：：－ tよ弓1む；3ち4三三f安t):f;『三白
6647-

心町Iiの形状を基準に15の類型に区分できる。 Fig. 34府唐草紋軒平瓦（3)
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花頭形の中心飾を下から上へ巻きこむ唐草で阻んだものO これらは外区の紋様を基花頭形

2重閤線のもの， 上外区・下外区ともに珠紋のも準に， 上外区珠紋十下外区線鋸歯紋のもの，

のにさらに細別できる。
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イ）上外区珠紋下外区線鋸歯紋

666 1型式はいわゆる大官大寺式の軒平瓦で、ある。中心＊ 

飾は楽譜の四分休符を2つ対称に合し たような形であ

る。上外区の珠紋は杏仁形。唐草紋は3回反転。顎は段

顎。A～Cの3種がありCが出土。Cは上外区の珠紋が

細長い。唐草の巻きが弱く， 唐草第1単位第1支葉の基

音j）が曲折せず滑らかにカ ー ブする。 中心飾の花頭形は伸＊ 

びを欠く。

ロ）外区が2重圏線のもの

6663型式は花頭形の基部を平行線で表現し， 基部が｜什

圏線に接する。唐草は3回反転。A～F,

がある。 B ・Fの一部が段顎で， その他は曲線顎。A・

B ・C・Fが出土。Aは唐草の主葉・支業の元が内圏線

位の主薬・第1支葉の先端が脇区圏線に接する。 B は唐

に接し， そこから流れ出るように派生する。唐草第3単

＊ 

草の形状がAUこ酷似するが， 内区｜｜屈がAより狭いため唐

草はAより扇平になる。 唐草第3単位の近くに珠紋を位＊ 

く。 本調査区では段顎のものが多く73%を占める。Cは

唐草の基部が圏線に接しなし、。唐草第3単位主薬の先端

が脇区圏線に接するが， 右第3単位第1支葉を欠く。 左

第2単位第1支葉の巻きこみが通常と逆。Fは唐草の基

音，�が閤線に抜し， 唐草はそこから立ち上るように派生す＊

る。 第3単位主業・第1支北の先端が脇幽線に技さずに

巻きこむ。今回出土のものはすべて曲線顎。
均整唐草紋軒平瓦（1)Fig. 35 

ハ）上外区下外区共に珠紋のもの

6664型式は唐草が3回反転で， 唐草の基音！）が内・外区を回す界線から流れ出るように派生す

る。 唐草第3単位主葉が脇区界線にとりっき，第1支業は先端を巻きこむ。顎は段顎。A～D,＊ 

C・D・F・Ga・ H・ Iが出土。Cは中心自Iiの花頭基部が細く上端がF～Oの14極があり，

Ul」き， 斜線には抜しなし、。外区珠紋が大きい。｜什区，11討が狭く， 唐草各単位が横長。紋様の彫り

は線が浅く細い。外区と脇区の境に凸線を江く。Dは中心的！の花頭基部を平行線で、表·.Dlし， 基

部上端が界線に接する。唐草主業の巻きこみが小さい。紋様の彫りは深く線が太い。外区と脇

呼ぶ。 唐草の 1 単位内の部分名称は， 中央に流
れるものを主葉， 他は支葉とし， 支葉のうち主
葉が巻きこむ側にあるものを第 1 支葉， 反対側
のものを第 2 支葉とする。

1) 均整唐草紋の単位分割法と各単位の部分名称
は『奈良国立文化財研究所基準資料I J瓦編 1

解説p.13による。 唐草紋の各単位は中心部か
ら JI頂に第 1 単位・第 2 単位・第 3 単位のように
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区の境の凸線は杏仁形珠紋状を皇する。FはDに酷似す
J、 す今るが，中心街IiがDに比して多少扇平。また，花頭基部の fl，＼ ；，、 〆十 1
必然トN 〆：:1:\1真上明紋が，Mま花頭基部山線に対してや位 以隠れと守＇�＇；－�子引けに寄るのに対し，Fではやや右に位置する o 唐草第3単 ＇＜》ぶミ初2記��＜；二’

、、＼ ‘ ？～三二－ノ ... ～＿，r 6664-C 位主柴と右脇区珠紋の位置関係が明瞭に異なる。珠紋は 凡
”�：. .... �』」�い μ

Fの方が密。Gは中心flifiの花頭の先端が横に大きく広が！山、 パ：
＇

＇？；＼
,. �I：；ば示、 〆て午 ；iる o 花頭基部は上方でやや開くが直線的で，界線に按し �l'•• l�＼，ぷ下、宇一一戸市川そシht[:tf- _,_ ＇＼，，＇弐iぷ弘法・一一一一ご、ンマλ 叫 ） ，：－＂ 仰

ない o 唐草従業の巻きこみは小さい o 唐草左第 1 靴 、内主ミ盗辺；ミち〆
が他に比して長い。外区と脇区の境に杏仁形珠 紋を置 � ........い」三円·：ぶ二ム·－�－·

－
7 6664-D 

く。Ga・Gbがあり，Gbは唐草を太くする。Hは中心

飾の花頭基部が直線的でJi!.布JJ!に按しなし、。花頭の先端は

小さし、。唐草第 1 単位主業の巻きこみが小さく， 唐草第

2単位主葉の巻き込みが大きし、。外区と脇区の境に杏仁

珠紋を置く。外区 珠紋が密。Iは中心飾の花頭基部

大きく聞き，界線に接さなし、。唐草の巻きこみが6664中

最も強く，特に第 1 単位が強い。外区と脇区の境に杏仁

形珠紋を置く。外区珠紋は密にめぐる。

6666型式も3回反転唐草紋であるが，唐草の基自，�が内・

外区｜間の界線から立ち上るように派生する点で6664と異

なる。唐草第3単位主薬が脇区界線にとりっき，第1支

業は 巻きこむ。顎は段顎。A種のみが ある。中心飾は

6664D・F と同じく，花頭基部を平行線であらわし，界

線に接する。唐草各単位は長さが短かく，巻きこみが小

さい。外区の珠紋が小さし、。

菱形珠点 中心的lが菱）恨の珠紋で，これを上から下へ

巻きこむ唐草 によって阻む）｜ヲのものO

．、～一一例..：－�o－·ザ

6671型式は唐草が3回反転で，第3単位が脇区械に 1＂�t＞、 �1.t; 
t｝＜下：と：？＇.

＼
..，，. �－＇.＂；＂＆仏l.i§とりつかない。上外区と脇区に杏仁形珠紋，下外区に線 じ＼品川トギゴヤ�

w

:-C:�＿：：ぺ（01fr:，，，� ·ia 
＇－＇＜：，三g�（），＇lW5可抗－�；；ィJ

鋸歯紋を配する O 外区は内区より一段高し、 O A～Dの4 『～苛·.－：ミ：ご��＝て－ア
種がありCが出土O Cの唐草は主葉・第 1 支業・第 2 支

2長からなりCB・Dと共通），唐草の巻きこみが 6671中 U 戸、、 �：·（－－
’＇ill ノ·jj

t ，；·；円以九 .／＇：二／！ ii,11
っ と もうか、。内区両端に遊l組した小支業を配す 0 !;Jiは直i込ic.. �と｝：�：：九＞ ：，·. ,· ·：：；／

＇
＼·／ご·:J)

J「ー，／ぐiフラd
，－：（.�i:::,,;プ（�＼‘？とJと；一三：三 乙仁川·－＞「つy線顎に近い曲線顎。 ·<: 1 ：－�＂い’ l 』 ・ゾ一一 ..• , . γ／ 

＼、ごふ〉丘、とてづ’ ；－／＜：；；、 三日－.c-r:;1りん／

～ 

逆十字形 逆十字7防の中心�iiiを下から上へ巻きこむ唐 h、叫；：三J了二；主乙，＿－；－.，：、E’．

草で囲む形のものO これには，外区紋様が二重閤線のも Fig. 36 均整唐草紋軒平瓦（2)

のと，珠紋のものとがある。

イ）二重圏線

6681型式は唐草が3回反転で，唐草第3単位主業が脇区界線に接する。 A～E, Sの6 :fillが
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あり，B・C・E・Sが出土。Bは唐草が界線から流れ

出るように派生する。唐草第3単位第1支葉も脇区界線

に接する。内区が狭く，唐草第1単位の長さが6681中も

っとも長い。顎は曲線顎。Cは中心飾の花頭の先端が，

i,.’込
、

ii ［犬、 ィィグ’..,); 
t\\C�＜土、， .，；t.：＞：·！ ’ ！
)-lt\\R竹山九 ‘jウシケ ., 

、 、 i 九 ,cc」’ ー’シペー／｝. i 

～・：t＼·�：�，「心！ 去三ごと：午づ－て竺�｝：よィ：；＼）t，ペ、＼ーと：？岳山ろと：ー＼：．で·.：.：·：：.ーで二：－て／了－ υ ，、、；7、でと：：.＂ミと�，.0,\.. <':1／.予＞�·－＇－プ：ン〆 ... 
＊花頭をとり聞む唐草と接する。唐草が界線から立ち上る

ように派生する。唐草第3単位第1支葉も脇区界線に援

する。唐草の巻きこみは小さく，左第 3 単一位の主1fと支

葉が直線的に平行する。顎は11!1線顎。Eは中心飾がA・

Bより横長で，唐草が界線カミら流れ1:1-1るように派生する

(• .. ＼二人：＂：：＂＇..－主主土て三’
J

・ 4 ._,·: 6681-B 

* (A· BとJ

草第3 J'')'r.｛立が小振り O 唐草第3 J予.｛�［ tn1支葉が脇区界線

に接する。顎は，ta線顎。Sは超小型肝to 中心飾の花頭が

小さく，基部は界線に接しない。唐草第3単位第1支葉

を欠く。顎は直線顎。

＊ 口）外区珠紋 �－ 

＊ 

6682型式はA純のみがある。唐草は3回反転，界線か

ら流れHIるように派生する。唐草第3単位主薬：が界線に

接し第1支葉が巻きこむ。顎には段顎と直線顎の2者が

あり，本調査区出土のものは直線顎。

6685型式は6682を小型化したものO 差異は唐草第 3 単

位の主葉のみならず第1支葉も界線に接する点にある。

A～Dの4種がありDが出土。Dは中心飾の花頭基部が

左に傾く。花頭を囲む唐草の右半が左半より大きく，巻

l:／下、．，
［ベ丈ごt··：三三，〉‘

i酬

•• ...‘‘－：－－ごe ··:.,,· 

6681-S 
Fig. 37均整府草紋軒平瓦（3)

きが強い。上外区の珠紋が和いo顎は段顎o fミ＼ー �：＜（i1� ふ：lふi；三子t＂；＇�. 〕－－：：：：＂＂て：：�；：：lk-; : }j 
2ド 三葉形三葉形の中心仰を下から上へ巻きこむ間fで ミ芯六二三三三�；ii;:x，去三三シジ

f

一 一 一－ --- ,,. 『町t .：－つよーγ・ 日＂＂
，·.二：＿；；，，－ 6685-D 閤んだものO

輔、モにυ：一子‘

6問式は唐草が4回反転o唐草第4単位主葉が直線 ff0��� ρ；1 －�－.＜九パ；と二？j: !:1] 
的で，第4単位第1支葉が巻きこむ。外区には珠紋を置 γ人弓子ぷざ～～、～一一 ーγヲご�：て’巧勺夕、

，f、＼〈父、「：℃Jο乙与：白〈ミ；三う：�：..：��，；三／χ土
／ 

／ 

ジくO 顎は曲線顎O A· B の 2 種があり Aが出土O Aは司コ Nさ」さミ；空ミ鍔ど2斗プ；4
-:,.,_;,: Jム：� － 66引 －A

＊心飾の花頭基部上端が小さく二又に別れ，界線に接しな ～U孔てふ止ー戸

いo内区l隔がBより狭く，店草の巻きこみも小さい。 川、
� i ・ I＼＇：三点、 A夕，：�：l

下方に広がる五葉形 下から－とへ巻きこむ唐草で冗芸5 �l;. ミ寺4々 、時芯争－

[, ； 
形の中心ti布を囲むO

、；：：＼尽にと；:2�：｝－�：：：了；冬子ヲ’ベモン）!J--·-c-/
，，，，込j ご：（し J〔刃巧勺イ3とゥ－；，.：•：－

6694はA純のみがある。唐草は3回反転で，第3単位 、匂ごうや；ーニヂ七三vιy

吃ぷ品、己三：ふ：£＇.：＿：，；.�－－－－� 6694-A 

＊が脇区界線に接しなし、。唐草の主葉・支葉がともに界線

から立ち上るように派生し，巻き込んだ先端が王状を旦

す。顎は段顎。

Fig. 38 均整唐草紋軒平瓦（4)

中字形 下から上へ活きこむ府中で中字形中心fifµを問んだ形のもの。
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6704型l式はA砲のみがある。唐草は4回反転で，第4 企�＼＇－，.、
： 『同 事！ー＼、単位が脇区界線、 tこ接しない。庄草各単位は主k ・ 支業の ·dl:f��·持ミ�－－：：：：..＂：！·イ��

，；’，＿. ·�，＼＇.，｛］�
it （シテご？？、＂...＿ .. 。－－－－－iゥ，，.，：，.＿， 仁 ’ ・ ， ，

区別が明確ではなく，左第 2 単位のみ 2 葉で，他はゆ えミ持窓あ�ff/!!\;i
からなるO 外区に珠紋をπき，顎はfit!線顎O ～込よベξミ三云L三：i；ι話か 6704-

逆V字形下
．
カ、ら上へ巻きこむ唐草で、逆V字形を閉

む。

派生し巻きが弱し、。第3単位主薬・第1支葉が脇区界線
〆；ミ

に接しなし、。顎は直線顎に近い山線顎。A ・ Bの2析が r＞込ー ノゴク ・ ＼ I�い. �.
＂－；＼::e:_>- aメり：／｛1. ·�.

ありAがII：＇， 土o A は外区に珠紋を置き， と．下外医の珠 r:\t＇.、：一：
一
．

�， －－－� ..:: c.一＼（；：ム，：

紋日日にこ 各4カ所す9つXじ日を入れるO ＼ヘミミ（（；手：仁三三｝if ：；
，

三乙♂夕
J

逆牛頭形 上治ミら下へ巻きこむ唐草で逆牛訊形を閉 hミよ；二よ4三云；；：·�必二ρ：E♂
浄

6川A

む。 Fig. 39 均整唐草紋軒干瓦（5)

6714型式はA種のみがある。唐草はJi5状で各単位が述

続し， 5 回反転。第 5 1p.fi'.Lは脇区界線に接しない 。第2単位に主��と逆方向に反転する支莱てを

付す。第5単位にも主葉と逆方向に反転する支葉と遊間fした支業を付－す。外区は珠紋帯。顎は

rtl1線顎。

小字形 下から上に巻きこむ唐草で，小字形ないし逆小字形を囲んだものO これには外区が

素紋のものと珠紋のものとがある

イ）外区素紋

67 19型式はA積のみがある。唐草は5回反転で巻きが

強く，各単位の第2 支葉が長い。第 5 単位が脇区界線に

按しない。平瓦の広端面を箔に押しこんで瓦当紋様をつ

けている。したがって甫．線顎で，平瓦背�凸而には瓦当而

近くまで平瓦製作時の縄叩き口が認められる。

ロ）外区珠紋

6721型式は内区紋様が6719に類似する。ただし6719に

比して唐草の巻きが弱く，各単位の第 2 支葉が矩かい。

A, C～Iくの10種があり，C ・ D ・ F ・ Ga ・ Gb・Hが

H l土。Cは中心飾の両支葉が上方に開く。この点はJ • 

Kと共通するが，J. Kでは両支葉の基部が中央薬の基

部近くにあるのに対し，Cでは両支葉基部が中央葉の巾

科の高さにある。脇区は無紋、顎は曲線顎。Dは中心街Ii

向、 ��Iご＼＼主テヘ：：�芝、4 _ .. －ぞ乏ぎつツラ／

＼＼よ子iミ�子守士三ごtポ：�ん汐7
＼よよよどど込虫色どよ�〆..r

6719-A 

FiJ. 40 均鞍J;IT-草紋軒干瓦（6)

{l� .�勺子：－，，， . ,<;ll "'. (,.-;.:.. ；；；，（、、i 川－＞＜·ィ泊
i:.ihl戸てき：王：，－－， ／）？メハ！？
芭旬、ふ、込子山；心、千 円�.－，.，�：：：.：くーより／；） ;-,

、ミ：！？下、ヤρ
、
しι二二己主一三丁 て1；少子：三二グ

、.，.＿，�.，－：三ζごS'；、台 ，ヨZ,J�ギィ：γ：／’つ T r 
、えよ：よz：ムて三：，；；－；.ι；，，；；；＿.－ ー」

1
州

、h #,1�｛1 
1,0慢丸＇？�'ir� ；�i�，＆，��；説
、；トミ：：.＿r:，�，下三竺？守吋f工：》A苧2ヂ

吋弘とt主下矛i芯玄：�仁；？ニ：よ，？ご；，，

－，，...匂ふ；7てーァーでで：」：ijご·;.;Jo·-- 6721-D 一． 0・�－：，，.－；：.：，.. ＿、.-rc:r-・ー

の両支葉が太い半月形でやや上方に反り，両支葉が中央がぶし ぷア1
前ぺ：や～ J三方.J 1 葉上半部と同じ高さにある。唐草の線がよく珠紋が大き＼ぐ°－－＇お＇i？�t� ; ., . / i'f l 
！（� .. ：・：－－，：－：－..，（·＿ ·ぺ土、：立たたい「→，－�：；：；：：：三�tiζ”ジ♂二j

い。脇区は無紋，顎はF↓ti線顎。Fは中心飾の両支葉がほ ＼いふ）�f｛／とと ア：で二て・亡ょう；�－�三プ，－�＞；＞＇

.＇.－�下ごい：.；：＿－－：�：.；：沼 ，�）広Ji�？＇：：：／；ル
ぼ水平で，両支葉の基部が中央葉の上端より」てに出る。 処九；よ〈ふ長三；忌三乙；云：，－.，J:>,,,- 6721-F 

中央葉の六上・真下の位 i?f.1'こ外区の珠紋がある。脇区は Fig. 41均整唐草紋軒平瓦（7)
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顎は段顎。 Gは中心飾の両支様が上向きの半月形でほぼ

る。唐草右第5単位第2支葉がない。外区珠紋は小さく

firJ%� A勾
：

i

渋谷t＼込，��－， ＝－－：－；；�J%!(aJ II 
＂－＜���，G λバミミモ？と二τこご二子だシアミγλ：：＇：：�r1可，、、．、、、 。＇＂ヘーー， ー～、島.：.＿，＿：..ニ・－－二 一’1 ん、、，.／

＼ミミミヰご：三c：丈0?1；�：·（コミ�｛！（／＿：｝＇：
＇

、、『、〈 ー、』』‘.：＿＿＿·二一一♂－－－－· . _ _... －－「
｝百三三万？－」三三二．ニー：二二三，r・ 6721-Ga

水平。両支葉の基部は中央葉の上端のやや下にある。中

央葉の真上 ・ 真下の位置よりもやや左に外区の珠紋があ

＊ 密に配され，珠紋の外側にさらに界線をめぐらす。防j 区．

があり， Gbは外区の珠紋の外側の界線を削りとり直 」ー・

ヤ
ト
λ一 、一一
時

、
弘－xJ一、・
、点「Jふ勺

は無紋。顎は直線顎と［！！？線顎とがある。GにはGa·Gb

縁にかえる。 H は中心飾がFに似ており，中心葉の真下

の位;r,＿に珠紋があるが，真上には珠紋がこなし、。唐草各
＊ 単位の第1支葉は基部が知かく，脇区に珠紋を3 ｛回配す

る。顎は直線顎。

下向き矢印形 下から上へ巻きこむ唐草によって，下

向きの矢印形を囲んだものO

6727型式は外区が珠紋。唐草は3回反転で，界線から
＊ 立ち上るように派生する。唐草第3単位が脇区界線に接

しなし、。顎は段顎。A·Bの2種がありともに出土。A

は中心飾と唐草各単位の主葉が大きし、。中心飾の真上に

珠紋がある。 B は中心飾と唐草各単位の主葉が小さい。

中心飾の真上には珠紋がない。
＊ 対葉 下から上へ巻き込む月

トを毘

6732型式は東大寺式]!Ff平瓦ー

＊ りつかないD 店草の支実数が多い。A, C～F, 

の11取があり，

CはAよりやや小型で珠紋も小さく，唐草の主葉・支葉

＊ の巻きが弱い。また，唐草右第3単位第1支葉の数がC 新種6732 Q 

の方が 1つ多し、。Qは新利。唐草各単位の主葉・支葉の

別がはっきりせず，第1 .11'r.fi1.m 2支架がなく，第2 J(i.fi'.1� 

第2支葉が2又に分れなし、o kとよく似るが， Kより内 Fig. 42 均整唐草紋軒平瓦（8)

区｜｜屈が狭く，唐草が小振りである。直線顎に近いrllr線顎で，平瓦部凸而は縦方向にへラケズリ

＊ し，平瓦部凹面の瓦当近くは横方向にへラケズリし，以下は布目が残る。

桐葉形 下から上へ巻きこむ唐草で下向きの桐葉形を囲む形のものO

1) 対葉花紋については川勝政太郎「法華堂本尊
の装飾文様」（『法華堂の研 究J) 1948，阿木束

」東大寺式軒瓦について一造東大寺可を背景と
して－_I （『古代研究』9) 1976を参照。
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j0,,, －�lがで＼、 dヲ＇�；－1 j
673 4型式はA稀のみが ある。外区は圏線を1本めぐら

せる。唐草は3回反転で，第3単位が脇区界線にとりつ

かない。唐草の支葉数が多く，各単位の 第1支業は 3 個，

第 2 支葉は 1 イ同ある。顎は直線顎。

ij1 ［�：泳、 �.；（�9.:;frk�J)11
1・��

＇ρ下旬ミ主主士子： ；�
－

；.：r切）�
弐、ミポ込��明石益法ペ；“F‘·�『h『ー～ーー一一二土三ニゴヱ二二，－�：.，·’，＜；＇，ぷ’

『司蜘叫内 ιーし以三平ιこι，•，：；.，：Cc"--

桃実形 対向するC 字形で桃実形を開み，さらにその

上に桃実形を百いた中心飾である P示、
J 、l告弘；－－.可 ＿，／�占『

6マ61型式はA積のみがある。外区に粗し、珠紋がめぐり

唐草は5回反転。唐草第1単位は支葉がなく，第2～第

4単位は第1支葉が11周，第2支菜が3個，第51'判立は

�o支奨が2個，第2支葉ーが ない。顎は曲線顎

t 過 i 去： · ，＿；；：－，晶主噌＂＂·－ · ___ ＿，.，，·�：＂
－
，.3イ；i ‘ラ [も tど：で；三二？：♂ご支�五ウ�:J少d‘喝ベ九守岨？ご～てご＇：＼ J〆〆一－‘

可匂弘司�杢、l 、』もご～，ゴ却ム企よこ：、ζニ�
－
令／グ

上向小字形 「｜コ心飾は線的な表現の 3葉パルメット D

6763型式は外区に粗し、珠紋をめぐらす。唐草は3回反

転で，第3単位は脇区界線にとりつかない。顎、は曲線顎。

A ・ B の 2 積がありA が出土。B の方が唐草の 各単位が

崩れておらず，基本形は第 1支葉 2 個，第 2支葉 3 個で

あるが，Aでは右第2単位第2支葉が 2伺，左右第2単

位第1支莱：が1{同，左第3単位．第1支葉が31同になって

いる。

花弁形 中心飾が単弁の蓮弁夙の も の O

6775型式は A種のみが ある。外区に珠紋を粗くめぐら

、、、i::;巴 ～t「·.可モ‘Eζ；：7三乞コ3巴•＇＂＂＇＇＇

jな＇＂，....＿ 〆〆ぎ1
い rよ〉ι2で～－.，＿＿..－.－／·＂＇ぺ；与：話1 ぺ
t L d；－：－γァく～とふ竺J旬、主c:),)J qJ 
＂＇���ょミ対�e6J(iフ＼��て兵三j ；：：，，え／ー、、、、，与 、、～』三こことこ；ご二：ームi，ー’

伊 ，／
＇

、、～．と一二国聞こ同工，，＿.，：：，；.〆ーゼ 6763-A 

Fig. 43 均整唐草紋軒平瓦（9)

す。唐草は4回反転で，第4単位が脇区界線に接しなし、。第1単位には第2支葉がなく，第1

支葉が 1個ある。第2～第4単位には第1支葉が なく第2支葉が1個ある。顎、は曲線顎。

D 道具瓦とま事（PL. 59, Fig. 44) 

面戸瓦 2 5点出土したO いず

の で、あるO 形態は いわゆる蟹面戸で‘，左右下部を切り欠き中央音｜：を舌状につくり出すO 完形品＊

はないが復原可能なもの が2例あり，長さ29'.6cm, 1j幅1 7.2 cmおよび、長さ19. 8cm，幅12. 5cmで、あ

る。凸面調整は，斜方向 のハケメ の もの1点を除くとすべてナデで，ナデの 方向には縦と横と

がある。第2 次成形伎法の判るもの が12点ある。すべて縦位の 縄叩き。他はナデないしハケメ

で��2次成形痕が完全に照り刑されているため不明で、ある。凹而縁部は削って而取りし，その

他の部分には布円圧痕を残す。

隅木蓋瓦 1点什1土した。11. 5cm×9. 5cmの断片で，先端隅部にあたる。下而は平坦で，J二而

の 縁辺部に高さ0.3～0.6cmの 額縁状の 枠をめぐらす。粋の1隔は2辺で異なり，5. 7 cmと7. 5cm0 

枠は内側が高く外へ向って緩く傾斜する。枠の中央部に1j1高1.5cm，深さ0. 5cmの凹線をめぐら

す。粋の ない部分の 厚さ は2.9cm。2側面の うちどちらが先端木口面で、あるかは不明。

類例は大正の保存強備工事，第6次調査（6AAQI天 ・ 内実地区），第70次南調査（6AA E区 ·m * 

2次大柿殿束外部j也灰），第73次調行（6AAQI天・内実地l文），第97次調ヂf (6A BF F： ・ 推定第1次明
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主院地区），第146次調査（6A B K区・J(t定第1次 I初旬：l民地区南方）において出土している。 第6次

調査を扱った『平城宮報告］I I Jでは「異形堵」と報告したが，その後の出土例から隅木蓋と判

明した。 上記の諸例を参考に復原すると，長さ40cm，幅47cm，劉形の深さ 19cm，制形の2辺の

なす角度87 °で，かかりはさリ形部のみにあり，｜｜！日2 cm，深さ0.7cmとなる。

鬼瓦 20点什i土したが，いずれも破片である。 2

利あり，そのうちわけは毛利光俊彦分類による平城

宮I式Aが6点， 平城宮E式A1が13点， 型式不明

が 1点である。

平城宮I式は鬼の全身をあらわす。 鬼 は顔を：IE而

に向けて健闘し，舌を11＼す。 腹部中央は半球形にあ

らわす。 下顎に巻毛の援を配し，休に沿ってl析而鋸

病状 の巻毛をめぐらす。 大（A） と小（B）の2利が

ある。 Aは胸 ・ 腕の筋肉の盛り上りや関節を写実的

にあらわす。 休部の巻毛の内側に1幅広な傾斜両をつ

けるのが特徴。外縁は傾斜縁。

平城宮H式は鬼 の顔而のみ をあらわし，しかも阪

而のすべてをあらわす。 上・下の闘をむき1-Hし，舌

を噛んだ態につくる。 下顎に放射状のfAを配し，そ

の外側に2列の巻毛をめぐらす。 大（A） ・ 小（B) 2 

＊ 耗があり， Aはさ らに細部の差によって A1・ A2に

傾斜縁。 Fig. 44 鬼瓦

埠 59点出土した。 そ のうち，長さ ・ 1[1Wiの双方ないし片方が判明するものが17点ある。 法ff

〔

＊ を基取にA～Dの4mに！ヌ．分できる。 Aは長さ30～3 1.3cm, l�If{22. 4～23cm，厚さ6.3～6.8cmで・

7点出土。 Bは長さ不明，1[1高17.6cm，厚さ 7.5cmで 1点出土。Cは長さ29.5cm, 1[1fil 15. 1～ 16.5 

cm，厚さ6.4～7.7cmで、 7点出土。 Dは長さ不明，｜｜幅13.2～13.5cm，厚さ7.8～8.3cmで2点出

土。 4類ともにブロック状の粘土を型枠の中につめこんで形を作り，その後外商をへラで調整

している。

E 丸瓦・平瓦・文字瓦（Fig. 45) 

丸 瓦

完全なものはほとんどないが，破片から判断するとすべて王縁丸瓦で，行基丸瓦は一片も な

い。 第 1次成形技法を基準に，粘土紐巻きつけ技法を用いるA類，確実な証拠を残すものは少

し、が粘土板巻きつけ技法を用いたと考えられるB類，小片のためA・Bどちらか不明のC類に

毛利光俊彦「日本古代の鬼而文鬼瓦」（『研究論集vu 奈良国立文化財研究所学報第38間） 1980。
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修

理

伊

大別できる。いす
守
れの類も第2次成形技法および凸面調整手法により以下の4純に細分でき

る。1) 縦位の縄叩き目が残るような叩きをおこなった後にナデを施すが，第2次成形痕を残

すものO 2) ナデで第2次成形痕を完全に消し去ったもの。3) 縦位の縄叩き目が残るような

叩きをおこなった後に横方向のカキメを施すが，第2次成形痕を残すものO 4) 横方向のカキ

メで第2次成形痕を完全に消し去るものO 名煩各府ともに内而には布目圧痕をとどめる。似I］而＊

調整手法は，恨I］而全休にへ ラケズリを施し平滑にするものが多いが，C類の2科 ・ 4純には分

割殻面と破面の凹凸をそのまま残すものが少数ある。また，へラケズリを施す際に側而の凹而

側を面取りするものとしないものとがあり，前者の方がやや多い。

ii平 瓦

平瓦は第1次成形技法を基準に，桶巻作りのA紅！と1枚作りと考えられるB好｛に大別できる ＊ 

が，B類、のばあいには確実な証拠がないものが多し、。A 類はさらに，粘土板桶巻作りの A1類，

粘土紐桶巻作りの A2類，どちらか不明の Aa類に細別できる。各類で用いる第2次成形技法

を，凸面に残る叩き目の種類を基準に分類すると，A 1 ・Aa類に平行叩きI=!, As類に格子叩き

目，A1 ・A2 ・As・ B類に縦伎の純叩き同， B 煩に横位の純叩き目がある。いずれの煩も内而

に布目圧痕をとどめる。凸面調整手法は，A1類は不調整のもののみで，A2 ・Aa ・ B類には不＊

調整のもの，ナデを施すもの，横方向のカキメを施すものの 3者がある。ナデないしカキメを

施すばあい，第2次整形痕を全く消し去るものと，そうでないものとがある。側面調整手法で

は，側面全体にへラケズリを施し平滑にするものが多いが，A2類には分害I] r.'主主主J足元ほ」土：f
裁面と破面の凹凸をそのまま残すものが少数あるo また，へラケズリを施す j 露設作T

刊＂＇�
＇
tit�亙If�際に側面の凹面側に面取りを施すものと，施さないものとがあり，A1 ・ B類 1 民nr う·潤七i：� F法』� • ＇「＼現時

では面取りを施すもののみである。 i 国ふ�耐詰
る｛苓�，＇！r.�ポ�；.二｝

文字瓦 丸 ・ 平瓦に刻印を押捺したものが14点ある。 へ ラ描きはない。 ·色�·）？..1官渦報告1法

文字の種類は「修」が1点，「理」が101長，「伊Jが 1 ｝.＇�，川が 1点である。努写�µ滋
マぬ剛志店内

「修」は陰刻で，平瓦の凹面に押す。刻印の中 d 心は側縁カミら4 cmの（止円に巴： ？与＝子今�ご口？了rご乞；．，．． 
2）子－モ－＞�·子．ふ；. ;,., ぜとt;:(

あり，字の向きは側縁に直交する。刻印「修」にはいgの 7 積煩があり， 三j 崎？ぬい ＊

木例はcで，2 .90×2 .95cm の大型の印であるo 第1画が短く屈折し，＃OJ [li :.t:E! {};
上部が扇と接し，各字画の幅が広い。

閣は陽刻で，平瓦の凹面に押す口 抑制位の判明するものが6点あり，言言二六滋
一一… 』一

刻印の中心位置）i1JUJ縁からυ～5.9肌端縁から川～7.6crnの範囲内にある。（診み安Jメ：
f山：；：：可市割払1，）－；ザ�,r._， ～ 1

これらのうち広端縁 ・ 狭端縁の也、が判るものが2 lXあり，し、ずれも狭端縁 A必ぷ！持 ＊ 
J』品企ぷ！.ぶ� －：.！�－ヨ凶

であるO 亥1印H「理」には土a～lの附；煩が弘刊Hら式，そのうちhカ
… …

3点， l が 2点出土した。hは1.80×1. 85cmで扇の第3・4回が太い。i tま江二；：；－；：二3てこ
2 .35×2伽の大型の印で，文字が輪郭に対して右傾し，扇が全休に太い。！浮きミ支持

.. τ＝＝’・・a

lは1.7×2 .3cmの横長の印で，扇と努が分離し，扇の第1 ・ 3 ・4画が太い。 �:ffi－－－·二�／＝唱
「伊」も陽刻で，平瓦の端面に押す。広端面か狭端面かは不明であ る。刻 Fig. 45 文字瓦 ＊ 

1) 陽刻・陰刻は瓦面にあらわれた文字の状態で－

いう。また大きさは瓦商での寸法である
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2) 文字瓦の分類は『奈良国立文化財研究所某i\1"
資料VJ瓦編5による。



印「伊Jは 1積類しかなく， 1. 65×1. 75cmとやや横長。努の第4匝｜が太い。

「人」も｜湯刻で， 丸瓦の凸而に押す。刻印の中，心位置は狭端縁から 8 cmにあり， 字の向きは 人

側縁に直交する。刻印「人」は 1種類しかなく，1. 80×1. 70cmのやや縦長の印で、ある。 第1・2

回の下辺が不j官，jし、で， 刻印の左右辺・下辺部に腐りあがりがある。

＊ これらの刻印を押捺した平瓦はし、ずれも小片であり， 第1次成形技法は明瞭でなし、。 しかし

観察し得た範囲では， ti'i土利：巻きつけの痕跡・t11i土板巻きつけ時の合わせ目・布の綴じ合わせ

痕跡・模骨痕などを残すものはない。なお刻印「理」を押した平瓦は， 宮の西而中門（佐イ｜守r1)

の東側で 6点出土している。この門の修造に「修理J関係の官司がかかわった可能性が考えら

れることは， すでに『平城宮報告DU で‘述べたところである。

* F 小 結

i 軒瓦の編年と組合わせ関係

平城宮出土軒瓦の全般的時期区分および個々の軒瓦の年代観は，「基準資料H』（瓦編2）の

解説において提示し， その後『平城宮報告沼』で一部改訂した。今回報告した発掘区の調査成

果からは， 軒瓦の年代観を改訂したり， 年代不明であった軒瓦の年代を決定したりするための

＊ 材料は得られなかった。そこで， ここでは従来の成果に準拠することとし， 出土した軒瓦の編

年的位ii'!T.づけをTab. 3に示したが， 表作成上の留意点があるので以下に列挙する。

a) 6303Bは， すで、に述べたように6303Aよりも6284A・D ・Fに酷似する。6303Aは聖武朝

難波宮所用の軒瓦で， 平城宮ii汗瓦編年第H期に属すが， 6284A・D は第I期であるため，

6303Bも第I期とした。

* b）『平城宮報告刃』では6304C-6664 Kが組作うとした。 ところが以前には6304Cは6664D・

Fと組合い第E期に属すと考え， 6664Kは6664G ～ J・L～ Nとともに第I期に属すとして

いたので、ある。したがって， 両者が組合うとすれば， 6304Cの年代が遡るか， 6664Kの年代

が下るかのどちらかでなければならない。今回の調杏．で、 出土した6664G ・ H・ Iは内区紋様

が6664Kと類似するので6664Kの年代に合わせるべきであろうが， ここでは従来通り第I期

＊ とL Tこ O

c) 6225A～C・L, 6663A～Cの年代を『基準資料E』の解説ではすべて第E期とし てい

た。『平城宮報告刃』では6663A・ Bのみ第Hj明に残して6308に組合うものとし， 6225A・

C-6663Cを第皿期に下げた。6225A・C-6663Cは第2次大将殿院・朝堂院所用の瓦であ

るが， 平城宮第152次調脊．の市I；果， 第2次大級殿院の閤門・南回廊では6296A-6691A の組

＊ 合わせを用いていたことが判明した。したがって6296A-6691 Aの年代も6225A・C-6663

Cと同時期とする。なお，，1，背恭仁宮・法降寺東院では平城宮軒瓦編年第E期の段階ですで

に6691Aを使用していたが， 平城宮での使用は還都後のことであるという見解を『平城宮報

告刃』で採用しており， これに従う。

ところで， 仮に6296Aを複弁蓮華紋ではなく単弁蓮華紋i肝丸瓦とみなせば， 単弁12弁蓮華

1) 『平城宮報告刃J p.242～2430 
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編年的位置
づけ



和銅
第元年

養
I却

～
J 

老5年 ｜養
第

老天平�年
期

昨～｜ 天平仲
叩

天平勝l宝年間 間
｜

｜
神第話開

附

雲年～間 ｜
｜

｜
宝延叩日暦3年～｜ 開明

6231 B 6133A ・ B ・ Da ・ Db 6235C 6130B 
6273B 6301C 6134A 6131A 

,1庁 6274Aa 6308A ・ B ・ I 6225A ・ B ・ C・L 6133・ 九1·P
6275A· C· D 6311 A ・ B・D 6282 Ba ・Db・F ;:io 1' b 6225E 

メL 6278B • Cb· E 6313A ・ B·C G・Hb 6307B・I
6279A ・ B 6285A 6296A 6316K 

瓦6281Ab ・ B 6291A 
6284A ・ C・D ・ E·F 631'1 B 
6303B 

6641Ab ・ C ・ E・F·L 6575A 6663C 6714A 6663F 

Pl 守 6642A ・ B·C 6663A ・ B 6681 B ・ C ・ E・S 6732Q 6704A 
6643Aa ・ B ・ C 6664D ・ F 6691A 6761A 6727A・B
6647A ・ C・D ・ G 6666A 6694A fi775A 6731A 

1 ’h 
6661 C 6671 C 6710A 67631\. 

瓦
6661C ・ Ga ・ H ・ I 6682A 

6685D 
6719A 
6721C・D ・ F ・ Ga・Gb ・ H
ド 732A ・ C

Tab.3 if汗瓦編年表

紋となる。子葉が細長く，問弁が人字形を呈する点などが6320Aaに類似す る。6320Aaは

恭仁宮造営時に新調した軒丸瓦（恭仁宮KMOl）で，恭仁宮ではii汗平瓦 6691A (KI-IOI）と知

合わせて使用した。平城宮では6691Aは6296Aと組み合っている。上原真人は「平城6296A

は瓦当文様においてKMOlよりも後間的で，平城6133系の先駆型式と思われる」と指摘して

おり，注目される。

d) 6681は内区紋様が6682と類似し，外区紋様は6663と同じである。『基準資料II』の解説で

は，内区の紋様構成が第E期に属する6682と同じでやや後出的な要素があることから，第E

期から第E期にかけての頃のものとした口6663が第E期から第皿期のものであるので，6681

に第E期から第皿期のl隔をもたせて矛盾はないが，6681の内区紋様に6663A・Bよりも退化

＊ 

した形跡が認められることを勘案し，Tab. 3 では第田畑とした コ ＊ 

平城宮内における軒丸瓦・Wf平瓦の組合わせ関係は，原則的には 一定地域内における出土M!

軒丸瓦・軒度の高いものを選んで判断している。本調査地域のばあい，軒丸瓦と軒平瓦の出土点数に大き
平瓦の組合
わせ な開きがあるため，各型式の出土点数の多寡が，かつて屋根に奇かれていた実態をそのまま示

さない可能性がある。したがって，各型式の出土比率を比較してみても無意味であるかもしれ

ないが，一応試みてみた。その結果がFig.46である。馬寮地区の内・外それぞれの区域におけ＊

る出土比率をみると，馬寮内では平城宮軒瓦編年第皿j切に属する6282 (11.6,°6)-6721 (13.4,°6), 

6225 (9 .1,°6)-6663 C (8°6）の2組が成立し，前者は推定大膳職地区，後者ーはm2次大柿．殿－

I初堂院地区での組合わせと 一致する。第H j切の軒平瓦では 6664D・F, 666'3A・Bが 比較的

多く，それぞれ6311・6308と組合う可能性があるが，出土点数が少ないため断定で・ きない。第

IVl明の軒丸瓦6133・6134は推定大膳職地区・第1次大駆殿地区第H 期で6732と組合うことがと，�11 *

明しているが，馬寮内では6732はほとんど出土せず，組合わせは不明である。

馬寮外については，興福寺式系統の6301Cと6671Cが，出土比率には差があるものの，紋様

系統が 一致する点からみて組合うものと考えられる。第皿期では，6225-6663C, 6282-6721

1) 京都府教育委凡会『恭仁宮跡発痢調査報告 瓦編』19840
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• 

の 2 組の他に6719Aが多し、。6719A は従来から組合う軒丸瓦が不明である。6719Aの大半が馬

寮東官街南半部の西限をなす南北満 SD5960から出土しているが，SD5960から出土した軒丸瓦

の中にも特に候補となるものはない。馬寮東官街の本格的な調査に期したい。

ii 遺構の時期決定に役立つ資料

＊ i肝瓦のうち遺溝に伴うものはごく僅かで， 大部分は整地層から出土している。後者は二次的

に移動していることが予想される。軒瓦の時期区分に基いて，軒瓦の時期別の分布状況を調

べ，その変化のあり方と遺構配置の時期的変化との聞に何らかの対応関係が認められるか否か

検討した結果，両者は対応しないことが判明した。したがって，軒瓦の分布を手懸りにして個

々の建物について瓦葺か否かを決定することや，特定の建物に用いられた瓦の型式を決定する

* こと，ひいて は建物のH寺期を決定すること は困難である。

ところで，掘立柱建物の柱掘形や柱抜取痕跡から出土した軒瓦が少数ながら存在する（Tab.

4）。もちろん，ある柱掘形ないし柱抜取痕跡から出土した軒瓦のうち，最新のものがその穴 遺構出土の
軒瓦

を掘削した年代の上限の一点を示すに過ぎないのであって，軒瓦の年代から建物の建立年代が

遺構番号｜出土軒瓦時期｜制il 考 ｜遺構時期区分 遺構番号｜出土！阿 ・ 時期｜備 考 ｜遺構時期区分
SB5956 6641C SB6385 6663A ]l 

6719A HI 柱抜取痕跡JJサ B ]l 

SB6180 6664D ]l 6282G III 
SA6315 6664F n: 

]l 
6710A 国

SB6425 6664C 6721C HI 
国

I 

SB6450 6225 阻 柱掘形JJリ D 山
SA5950 6663A 柱掘形内 F HI 

n: 
G HI 

6671C n: 

SD5960 6274Aa I 田～IV
6278C I 

SB3690 6273B I 
6279B 

6284C I 
6641C I 

6663C 山 柱制 j防l什
6664F ]l 

SB6100 6303B 柱』aiHJ 1Jゴ
6282F HI 

6641 C IV 
6719A 山

SB6173 6291A II 柱故l[Jl民跡JJサ
6316K ？ 

6225A 山
SD6152 6225A 国

SB6177 6663B n: 
SB6185 6664D n: 

SB6430 6664F II 柱掘 j拶1)-J
6721 国 山

SK6350 6663B II 

SB6386 6721 C 6664D n: 

F ll SB6101 6304A ]l 柱掘形l付
6282F a 山 SE6143 6761A IV :J-j：戸出土｜人j

6691A 山 SE6300 6664 I I 

6704A フ SK7040 6225B 山
SB6360 6664G I 

6663C 山
6311A II 

SK7041 6281 B I 宮崎絶後
6721C 山 6641 C I 

6225A 
SD6477 6231 I 

6663C 
6641C I SE7094 6643Aa I 

6664F n: 6671C n: 

63078 SK7097 6714A IV 
Tab. 4 ill構から山土したJWF瓦一覧表
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判明するわけではない。 しかし， Tab. 4 にまとめた結果と後述の追ー惜の変造とは矛盾しない。

すなわち， ある建物の年代がその建物の柱抑形から出土した軒瓦の年代を遡らないという原則

は保たれている。 なお， 遺構H寺期区分第E却j （奈良JI;�：代初｝01)のSB595 6 から軒瓦編年第皿Jリjの

6719Aが出土しているが， これは柱抜取痕跡からの出土であり， 建物の解体が奈良時代中頃以

降であることを示すものである。

iii 馬寮地域特有の軒瓦の存否

前節までに報告した軒瓦の大半は， 平城宮内で通常出土するものであるが， 6301C ・ 6671

C • 6719Aの3積は， 本調査地域で比較的多く出土し， その他の地区ではあまりみられない型

式である。 これらははたして「馬寮地域の瓦」と呼べるものであろうか。

＊ 

分布状況を検討すると， 6301Cは馬寮内で 1点， 馬寮外で19点， 6671Cは馬寮内で5 点， 馬 ＊

寮外で13点， 6719Aは馬寮内で8点， 馬寮外で17点となり， むしろ馬寮外に多し、。 しかも馬寮

外出土のものの大半は馬寮東官街西辺部のSD59 60や， 築地SA6150に伴う雨落柿SD 6152から

出土しており， この築地に卦かれていた可能性が大きし、。 したがって， 馬寮地域独特の軒瓦で

あるとは言えないことになる。

Fig. 46 軒瓦の山土比率（型式名は山土中2.5?6以上の型式のみ衣示）
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